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W80a 「すざく」衛星搭載硬X線検出器 (HXD)主検出部の現状 (IV)
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X線天文衛星「すざく」に搭載された硬X線検出器 (HXD)の主検出部は、64個の 2mm 厚 PIN型シリコンダ
イオードからなる PIN検出器 (10-70 keV)、GSOチンチレータ (40-600 keV)を用いた 16本の井戸型フォスウィッ
チ検出器から構成され、周囲を 20本のBGOシールド検出器で取り囲んでいる。「すざく」打ち上げから４年半が
経過した現在も、PIN/GSO/BGO 全 120個は正常に動作しており、硬 X線帯域において低バックグラウンド観
測を継続している。本講演では、PIN/GSOに対して行われている検出器キャリブレーションの現状を報告する。
PIN検出器では、軌道上における放射線損傷と思われる原因によるノイズイベントの増加が確認されており、不

感時間の増大、テレメトリの圧迫の原因となっている。我々はその対策として、定期的に PIN検出器のアナログ
スレッショルドや、機上ソフトによる LD(Lower Discriminator)の引き上げなどのオペレーションを行っている。
またノイズの増大にともない、スペクトルに現れるノイズイベントの上限波高値が、より高エネルギー側にシフ
トしてきており、とくに暗めの天体の場合、15 keV以下の低エネルギー側の解析に影響を与える可能性がある。
この対策として我々は定期的に、64個の PINそれぞれに対して設定している地上オフラインソフトによる LD値
の最適化を行っており、解析に用いるクリーンイベントに混入するノイズイベントを最小限にとどめている。
GSO検出器については、エネルギー線型性と上空におけるゲイン変動のモデル化の方法について大幅な改善作

業を進めており、エネルギー較正の精度が大きく向上すると見込まれる。現在チーム内で新しく公開予定のレス
ポンス、バックグランドの確認作業を行っており、これらの進捗情報も合わせて報告する。


